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特
集
一
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
一
O
O
周
年
・
慶
慮
義
塾
創
立
一
五
O
年
記
念
日
伯
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ブラジル移民一00周年・慶麿義塾創立一五O年記念日伯比較法シンポジウム

報
告
2

二
O
O

五
年
新
会
社
法
制
定
の
背
景
と
問
題
点

新
会
社
法
制
定
の
背
景

会
社
法
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
化

こ
の
一
O
年
ほ
ど
前
か
ら
、
会
社
法
の
あ
り
方
と
い
う
全
法

体
系
に
関
わ
る
根
本
問
題
に
関
し
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
考
え

方
の
対
立
が
見
ら
れ
る
。
一
方
は
、
会
社
法
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
変

化
が
生
じ
、
そ
れ
に
伴
い
会
社
法
自
体
の
存
在
意
義
・
考
え
方

に
も
変
容
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
で
あ
る
の
に
対
し
、

他
方
は
、
会
社
法
は
あ
く
ま
で
も
私
法
と
し
て
の
会
社
法
で
あ

特集

宮

島

司

る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
で
あ
る
。
こ
う
し
た
真
っ
向
か
ら
対

立
す
る
考
え
方
を
前
提
と
し
て
、
立
法
論
や
解
釈
論
に
お
い
て

も
尖
鋭
な
対
立
を
見
せ
て
き
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
前
者
の
考

え
方
を
「
進
歩
的
会
社
法
学
」
と
呼
び
、
後
者
の
考
え
方
を

「
伝
統
的
・
古
典
的
会
社
法
学
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

進
歩
的
会
社
法
学
の
代
表
的
論
者
で
あ
る
神
田
秀
樹
東
大
教

授
（
二
O
O

一
年
五
月
一
O
日
日
本
経
済
新
聞
「
経
済
教
室
」
）
は

以
下
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
一

会
社
法
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
変
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
す
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い
ま
や
会
社
法
は
「
私
法
と
し
て
の
会
社
法
」
（
会
社

を
め
ぐ
る
関
係
者
間
の
権
利
・
義
務
関
係
の
利
益
調
整
）
か
ら

国
家
経
済
政
策
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
「
経
済
（
促
進
）
法
と
し
て

の
会
社
法
」
（
企
業
の
競
争
力
・
国
の
競
争
力
強
化
の
た
め
の
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
よ
り
よ
い
会
社
法
の
創
設
）
へ
と
変

容
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
改
正
の
方
向
は
、
今
日
の

I
T

環
境
と
拡
大
し
つ
つ
あ
る
株
式
市
場
と
い
う
環
境
の
中
に
お
け

る
株
主
の
基
本
的
な
権
利
は
何
で
あ
る
べ
き
か
を
整
理
し
、
そ

の
保
護
を
法
制
上
確
保
し
た
う
え
で
、
会
社
の
活
動
を
事
前
に

制
約
す
る
よ
う
な
規
制
を
撤
廃
す
る
こ
と
で
あ
る
。

な
わ
ち
、

一
方
、
伝
統
的
・
古
典
的
会
社
法
学
か
ら
は
次
の
よ
う
な
主

張
が
な
さ
れ
る
（
拙
稿
「
商
法
は
何
処
に
」
J
I
C
P
A

ジ
ャ
ー

ナ
ル
五
五
五
号
（
二
O
O

一
年
）
）
。

最
近
の
会
社
法
改
正
の
動
向
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
会
社
法

と
は
い
っ
た
い
何
を
役
割
と
し
た
法
な
の
か
が
分
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
従
来
で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
経
済
政
策

上
の
要
求
が
あ
る
な
ら
ば
、
特
別
法
の
制
定
・
改
正
な
ど
で
時

限
的
に
あ
る
い
は
部
分
的
に
対
処
し
、
決
し
て
基
本
法
た
る
会

社
法
の
改
正
へ
と
安
易
に
流
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

政
策
法
に
堕
し
て
し
ま
う
と
、
目
的
は
手
段
に
優
先
す
る
こ
と

と
な
る
か
ら
、
会
社
の
所
有
者
で
あ
る
株
主
の
権
利
で
さ
え
、

目
的
達
成
と
の
天
秤
で
劣
後
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
で
で
き

て
し
ま
う
。
会
社
法
学
の
中
で
も
、
そ
れ
で
よ
し
と
す
る
「
進

歩
的
な
会
社
法
学
」
の
立
場
と
、
「
私
法
と
し
て
の
会
社
法
学
」

を
貫
い
て
私
的
利
益
調
整
が
会
社
法
の
目
的
で
あ
る
と
す
る

「
伝
統
的
・
古
典
的
な
会
社
法
学
」
の
立
場
と
が
尖
鋭
に
対
立
し

始
め
て
い
る
。

36 

新
会
社
法
制
定
の
経
緯
と
具
体
的
背
景

第
一
に
、
六
法
の
中
で
、
カ
タ
カ
ナ
文
語
体
の
ま
ま
残
っ
て

い
る
の
は
商
法
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
平
成
の
数
度

の
改
正
の
た
び
毎
に
、
国
会
の
附
帯
決
議
で
「
商
法
等
の
現
代

化
を
図
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
一
九
九
三
年
衆
議
院

法
務
委
員
会
、
二
O
O

二
年
衆
議
院
附
帯
決
議
等
で
あ
る
。

第
二
に
、
わ
が
国
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
対
応
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
一
九
九
七
年
五
月
（
議
員
立
法
）
、
同
年
六

月
、
同
年
一
一
月
、
一
九
九
九
年
一
一
月
、
二

0
0
0
年
、
二

0
0

一
年
六
月
（
議
員
立
法
）
、
同
年
一
一
月
、
同
年
一
二
月

（
議
員
立
法
）
、
二O
O

二
年
、
二
O
O

三
年
（
議
員
立
法
）
、
二

0
0

四
年
六
月
改
正
、
と
い
う
よ
う
に
、
近
時
、
頻
繁
に
改
正

が
加
え
ら
れ
、
全
体
的
な
整
合
性
か
ら
し
て
も
問
題
が
で
で
き

て
し
ま
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

2 
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①
会
社
法
本
体
で
い
え
ば
、
利
益
処
分
の
権
限
や
取
締
役
の
責

任
に
関
し
（
過
失
責
任
か
否
か
）
、
委
員
会
等
設
置
会
社
（
ア

メ
リ
カ
型
｜
｜
二

O
O

二
年
導
入
）
と
そ
れ
以
外
の
会
社
（
伝

統
的
な
株
式
会
社
機
関
構
造
の
も
の
）
と
で
異
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
が
、
整
合
性
か
ら
し
て
問
題
は
な
い
の
か
。
こ
れ
も

衆
議
院
や
参
議
院
の
法
務
委
員
会
で
附
帯
決
議
が
な
さ
れ
て

い
た
（
二
O
O

二
年
四
月
九
日
、
五
月
二
一
日
）
。

②
経
済
産
業
省
所
管
の
「
産
業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
」
（
一

九
九
九
年
）
や
「
中
小
企
業
挑
戦
支
援
法
」
（
二
O
O

二
年
）

で
は
、
新
規
創
業
者
に
つ
い
て
、
最
低
資
本
金
規
制
の
例
外
、

払
込
保
管
証
明
の
免
除
、
検
査
役
調
査
の
例
外
が
認
め
ら
れ

る
な
ど
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
か
な
り
広
く
利
用
さ
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
会
社
法
制
自
体
の
再
考
が
迫
ら
れ
て
い
た
。

第
三
に
、
度
重
な
る
改
正
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
た
問
題
点
が
解
消
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、

①
法
務
省
は
「
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
」
（
一
九
八
六

年
）
に
よ
り
種
々
の
提
案
を
行
い
、
一
九
九
O
年
改
正
時
に
、

衆
議
院
・
参
議
院
の
附
帯
決
議
で
「
有
限
会
社
法
の
全
体
的

な
見
直
し
」
が
指
摘
さ
れ
た
が
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た

特集

し
、
そ
の
後
の
改
正
で
も
試
案
の
提
案
が
反
映
さ
れ
ず
に
多

く
が
残
っ
て
い
た
。
小
規
模
・
譲
渡
制
限
会
社
や
有
限
会
社

に
お
け
る
取
締
役
の
員
数
、
取
締
役
会
、
監
査
役
の
業
務
監

査
権
、
テ
レ
ビ
等
に
よ
る
取
締
役
会
の
開
催
、
合
名
会
社
・

合
資
会
社
か
ら
の
株
式
会
社
へ
の
組
織
変
更
等
で
あ
る
。

②
経
団
連
も
、
二
0
0
0

年
に
は
「
商
法
改
正
へ
の
提
言
」
を

発
表
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
の
多
く
は
二

O
O

一
年
六
月
、

一
一
月
、
二
O
O

二
年
改
正
、
二
O
O

四
年
改
正
で
大
体
は

実
現
さ
れ
た
が
、
有
限
責
任
事
業
の
導
入
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア

ウ
ト
・
マ
ー
ジ
ャ

l

の
導
入
等
は
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
二
O
O

三
年
に
は
「
会
社
法
改
正
へ
の
提
言
l
l
l

企
業
の
国
際
競
争
力
の
確
保
、
企
業
・
株
主
等
の
選
択
の
尊

重
」
も
発
表
さ
れ
た
が
、
今
回
の
改
正
事
項
の
多
く
は
こ
こ

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

③
経
済
産
業
省
産
業
構
造
審
議
会
新
成
長
政
策
部
会
新
規
事
業

創
出
小
委
員
会
は
、
「
企
業
の
促
進
と
成
長
の
円
滑
化
の
た

め
に
」
（
二O
O

二
年
）
な
る
報
告
書
を
作
成
し
、
こ
こ
で
は
、

②
の
提
言
の
内
容
と
同
様
、
今
回
の
改
正
に
盛
り
込
ま
れ
た

多
く
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
中
小
企
業
政
策
審

議
会
企
業
制
度
部
会
も
「
中
小
企
業
政
策
の
視
点
か
ら
の
新

37 



法学研究 81 巻 11 号（2008: 11) 

し
い
会
社
法
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
（
二
O
O

三
年
）
を
公

表
し
、
こ
こ
で
も
、
譲
渡
制
限
会
社
も
有
限
会
社
の
規
制
の

レ
ベ
ル
に
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
取
締
役
会
の
任
意
化
、
監

査
役
の
任
意
化
、
取
締
役
の
任
期
を
法
定
し
な
い
こ
と
、
定

款
自
治
の
拡
大
、
最
低
資
本
金
の
引
下
げ
・
撤
廃
等
今
回
の

改
正
事
項
の
多
く
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
す
で
に
、
経
済
界
・
実
務
界
の
問
題
意
識
は
、

こ
こ
数
年
、
ほ
ぽ
同
様
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
二
O
O

二
年
二
月
二
二
日
の
法
制
審
議
会
第

一
三
六
回
会
議
に
お
い
て
、
同
審
議
会
に
対
し
、
「
会
社
法
制

に
関
す
る
商
法
、
有
限
会
社
法
等
の
現
代
化
を
図
る
上
で
留
意

す
べ
き
事
項
に
つ
き
、
ご
意
見
を
承
り
た
い
」
と
の
諮
問
が
な

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
う
け
て
会
社
法
（
現
代

化
関
係
）
部
会
が
設
置
さ
れ
、
ま
ず
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に

関
す
る
要
綱
試
案
」
（
二
O
O
三
年
一
O
月
二
二
日
）
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
、
そ
の
後
こ
れ
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
「
会

社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
案
」
（
二
O
O

四
年
一
二
月
八

日
）
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
そ
し
て
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に

関
す
る
要
綱
」
（
二
O
O

五
年
二
月
九
日
）
が
法
制
審
議
会
総
会

で
決
定
さ
れ
、
法
務
大
臣
に
答
申
さ
れ
た
。

38 

新
会
社
法
の
姿
と
問
題
点

商
法
中
の
一
つ
の
編
か
ら
一
個
の
会
社
法
典
へ

諸
外
国
の
中
で
も
多
く
の
先
進
国
は
独
立
し
た
会
社
法
典
を

有
す
る
。
形
式
的
な
意
味
で
は
、
よ
う
や
く
先
進
国
の
仲
間
入

り
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
だ
け
会
社
を

め
ぐ
る
利
害
関
係
が
錯
綜
し
、
会
社
の
内
容
が
複
雑
化
し
て
し

ま
っ
た
以
上
、
独
立
の
法
典
と
な
る
の
は
必
然
で
あ
っ
た
と
も

い
え
る
（
明
治
以
来
の
保
険
法
も
改
正
さ
れ
、
二

O
O

八
年
か
ら

保
険
法
典
に
）
。

2

会
社
法
典
の
中
で
「
自
足
」
・
「
自
立
」
を

一
条
に
そ
の
思
想
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
商

法
総
則
の
制
度
で
会
社
に
関
係
す
る
も
の
は
、
会
社
法
第
一
編

総
則
中
に
（
個
人
商
人
の
支
配
人
は
商
法
総
則
で
、
会
社
の
支
配

人
は
会
社
法
で
）
置
か
れ
る
。
そ
の
他
、
法
人
の
不
法
行
為
能

力
（
三
五
O
条
）
の
規
定
な
ど
も
民
法
か
ら
独
立
し
、
会
社
法

の
中
に
規
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
実
に
中
途
半
端
な
自
立
で
あ
る
し
、
倣
慢
・
不
遜

な
態
度
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
会
社
法
中
で
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解
決
で
き
、
民
法
と
関
わ
り
な
し
に
自
己
完
結
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
と
も
か
く
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
民
法
に
戻
ら
ざ
る
を
得

な
い
場
面
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
を
基
準
に
会
社
法
中
に

規
定
す
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
を
分
け
る
の
か
不
明
と

な
っ
て
し
ま
う
。

特集

準
用
の
不
使
用

規
定
の
明
確
さ
、
分
か
り
ゃ
す
き
に
配
慮
し
、
準
用
規
定
の

多
用
を
避
け
、
で
き
る
限
り
準
用
規
定
を
設
け
な
い
と
い
う
方

針
で
整
理
し
た
と
さ
れ
る
（
今
ま
で
有
限
会
社
法
等
は
ほ
と
ん
ど

準
用
だ
っ
た
）
。

そ
の
結
果
、
条
文
数
の
劇
的
増
加
と
い
う
問
題
が
生
じ
、
さ

ら
に
単
純
な
ま
っ
た
く
の
コ
ピ

1

、
ペ
ー
ス
ト
（
い
く
つ
か
の

閲
覧
請
求
の
拒
否
事
由
、
株
主
総
会
と
種
類
株
主
総
会
）
の
た
め
、

ペ
ー
ス
ト
先
に
は
不
適
切
な
部
分
ま
で
コ
ピ
ー
さ
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
お
粗
末
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

会
社
法
学
者
か
ら
は
、
法
制
定
の
直
後
か
ら
、
ま
だ
他
に
も
そ

う
し
た
失
敗
が
見
つ
か
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
不

適
切
が
あ
る
程
度
集
約
さ
れ
た
段
階
で
、
再
び
改
正
の
必
要
が

あ
る
と
さ
え
言
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
（
実
際
に
も
、
企
業
買

収
を
め
ぐ
る
争
い
な
ど
で
問
題
が
表
面
化
）
。

3 

規
制
緩
和
↓
事
前
規
制
か
ら
事
後
救
済

種
々
の
規
制
緩
和
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で

あ
り
、
ま
さ
に
現
在
の
世
の
中
の
流
れ
・
考
え
方
に
沿
う
も
の

と
い
え
る
。
ま
た
、
近
時
の
若
い
商
法
学
者
の
主
張
す
る
会
社

法
の
任
意
法
規
化
に
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
（
伝
統
的
な
、

「
組
織
法
は
強
行
法
、
行
為
法
は
任
意
法
」
と
の
考
え
方
を
捨
て
る
）
。

そ
の
意
味
で
は
最
新
の
思
想
を
取
り
入
れ
た
会
社
法
の
姿
を
示

し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
次
の

5

の
株
式
会
社
中
の

種
々
の
機
関
構
造
の
選
択
可
能
性
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

し
か
し
、
規
制
緩
和
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
緩
和
だ
け
が

先
走
っ
て
は
な
ら
ず
、
事
後
の
問
題
発
生
に
対
し
て
の
い
わ
ば

救
済
が
整
備
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
最

低
資
本
金
制
度
の
撤
廃
な
ど
見
て
も
、
過
少
資
本
の
会
社
か
ら

生
ず
る
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
法
人
格
否
認
の
法
理
の
活
用
で

よ
い
な
ど
と
言
う
だ
け
で
、
い
か
に
も
中
途
半
端
で
あ
る
。
ま

た
、
取
締
役
の
責
任
の
軽
減
制
度
か
ら
始
ま
っ
た
、
一
連
の
取

締
役
の
責
任
の
軽
量
化
、
新
法
で
い
え
ば
過
失
責
任
化
に
は
問

題
な
い
の
か
に
つ
い
て
も
疑
問
が
提
起
さ
れ
る
。

5

利
用
者
の
便
を
考
え
、
多
く
の
メ
ニ
ュ
ー
の
取
り
揃
え

新
法
以
前
は
、
株
式
会
社
で
あ
る
限
り
一
定
の
機
関
構
造
を

4 
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有
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
（
委
員
会
設
置
会
社
を
採
用
す
る

こ
と
は
で
き
た
）
。
今
回
の
改
正
法
で
は
、
種
々
の
機
関
構
造
を

有
す
る
株
式
会
社
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
株
式
会
社
形
態
を
採

用
し
よ
う
と
す
る
に
当
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
模
や
ニ
l

ズ
に

合
っ
た
機
関
構
造
を
有
す
る
株
式
会
社
形
態
を
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
利
用
者
の
利
便
で
は
優
れ
て
い
る
が
、
相
手
に
と
っ

て
は
い
ち
い
ち
定
款
を
見
な
い
と
い
か
な
る
株
式
会
社
で
あ
る

の
か
が
不
明
で
あ
り
、
は
た
し
て
法
的
安
定
性
か
ら
問
題
は
な

い
の
か
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
と
の
駆
け
引
き
か
ら
、
ほ
と
ん

ど
ニ
l

ズ
も
な
い
の
に
用
意
し
た
制
度
や
ご
く
特
定
の
企
業
の

み
に
必
要
な
制
度
な
ど
も
多
く
、
そ
の
複
雑
性
ゆ
え
に
企
業
法

務
で
も
手
を
焼
い
て
い
る
事
柄
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
定
款
自
治
の
拡
大
は
規
制
緩
和
の
一
環
と
位
置
づ

け
ら
れ
る
が
、
ロ
l

ヤ
l

ズ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
や
行
政
に
よ
る
規

制
強
化
へ
と
結
び
つ
い
て
い
く
お
そ
れ
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

6

省
令
委
任

今
回
の
会
社
法
の
特
色
の
一
つ
は
、
多
く
の
場
面
で
省
令
委

任
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
お
よ
そ
一
0
0
0

条
の
会
社
法

本
体
の
ほ
か
に
、
五
O
O
条
近
い
三
本
の
規
則
が
制
定
さ
れ
た
。
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複
雑
な
法
環
境
を
対
象
と
す
る
限
り
、
す
べ
て
を
法
律
で
ま
か

な
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
臨
機
に
変
化
に
応
じ
う
る
と
い
う

意
味
で
は
、
省
令
委
任
は
現
代
型
法
秩
序
の
一
つ
の
姿
で
あ
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
省
令
で
は
、
か
な
り
の
場
面
で
権
利
・

義
務
に
関
す
る
実
体
的
な
定
め
ま
で
な
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と

い
う
意
味
で
、
省
令
の
果
た
す
べ
き
権
限
を
超
え
て
し
ま
っ
て

い
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
う
る
。
た
と
え
ば
、
法
律
の
根
拠
な

し
（
あ
る
い
は
法
律
の
根
本
思
想
を
変
容
さ
せ
て
し
ま
う
）
の
連

結
配
当
の
一
部
承
認
等
で
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
行
政
に
よ
る

規
制
の
強
化
と
さ
え
言
え
る
流
れ
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
こ

の
省
令
委
任
で
あ
る
。
あ
ま
り
の
複
雑
さ
に
、
実
務
界
で
も
、

行
政
庁
に
い
ち
い
ち
お
伺
い
を
立
て
な
い
と
何
も
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
グ

レ
l

ゾ
l

ン
を
行
政
に
よ
る
有
権
解
釈
で
埋
め
て
し
ま
う
考
え

の
よ
う
で
あ
る
が
、
法
律
に
よ
る
規
制
緩
和
の
裏
側
で
行
政
に

よ
る
規
制
強
化
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
一
体

こ
の
改
正
は
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
根
本
さ
え
問
題
と
さ
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
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私
法
で
あ
る
会
社
法
が
政
策
法
化
す
る
こ
と
は
、
あ
る
べ
き

姿
の
「
株
式
会
社
」
「
株
式
」
「
株
主
」
「
株
主
総
会
」
像
を
歪

め
て
し
ま
う
こ
と
な
る
。
改
正
法
で
登
場
し
た
種
類
株
式
と
し

て
の
無
議
決
権
株
式
は
、
あ
る
か
否
か
さ
え
不
明
の
経
済
界
の

ニ
l

ズ
を
根
拠
と
し
て
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
株
主
権
の

内
容
と
し
て
議
決
権
が
剥
奪
さ
れ
た
株
式
が
認
め
ら
れ
る
と
し

た
ら
（
従
来
の
無
議
決
権
株
式
の
存
在
は
、
あ
く
ま
で
も
種
類
株

式
と
し
て
の
配
当
優
先
株
に
つ
い
て
、
優
先
配
当
が
な
さ
れ
る
問
、
だ

け
て
そ
の
先
に
は
何
が
剥
奪
さ
れ
た
株
式
が
登
場
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
株
式
は
会
社
の
社
員
た
る
地
位
を

表
す
と
す
る
社
員
権
論
に
立
つ
限
り
、
理
論
的
な
歯
止
め
は
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
本
来
、
特
別
法
で
取
扱
わ
れ
る
よ
う

な
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
向
け
の
制
度
も
、
省
庁
間
の
駆

け
引
き
の
結
果
、
会
社
法
本
体
の
中
に
創
設
さ
れ
た
。
そ
う
し

た
立
法
の
さ
れ
方
自
体
も
問
題
で
あ
る
が
、
内
容
は
さ
ら
に
深

刻
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
種
類
の
種
類
株
主
へ
の
取
締
役
の

選
任
権
の
承
認
（
種
類
株
主
の
み
で
選
任
で
き
る
）
等
は
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
促
進
と
い
う
経
済
政
策
を
根
拠
に
し
な
い
限
り
、
「
株

特集

式
」
の
本
質
か
ら
し
て
も
本
来
的
に
は
承
認
し
得
な
い
も
の
で

あ
る
し
、
「
株
主
総
会
」
の
最
も
根
源
的
な
機
関
権
限
へ
の
侵

食
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
味
で
も
、
会
社
法
上
の
重
大
な
問
題

を
提
起
す
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
型
の
機
関
構
造
を
も
っ
た

委
員
会
設
置
会
社
で
は
、
剰
余
金
処
分
に
関
す
る
決
定
権
も
株

主
総
会
か
ら
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
利
益
処
分
が

中
心
の
剰
余
金
処
分
の
決
定
権
さ
え
奪
わ
れ
た
「
株
主
総
会
」

と
は
一
体
何
な
の
か
、
そ
の
決
定
に
関
与
す
る
権
利
を
持
た
な

い
「
株
式
」
と
は
一
体
何
な
の
か
、
根
本
に
そ
う
し
た
問
題
を

抱
え
る
よ
う
な
制
度
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
「
株
式
会
社
」
と
は

一
体
何
な
の
か
、
と
い
う
大
き
な
課
題
を
も
た
ら
し
た
改
正
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

会
社
（
株
式
会
社
）
と
い
う
企
業
組
織
に
つ
い
て
の
普
遍
的

な
本
質
的
要
素
は
必
ず
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も

し
こ
れ
を
欠
い
て
し
ま
っ
て
い
る
と
し
た
な
ら
ば
、
真
の
法
制

度
と
な
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。
会
社
の
普
遍
的
な
本
質
的
要

素
、
あ
る
い
は
理
念
が
何
で
あ
る
か
を
求
め
る
こ
と
こ
そ
理
論

の
役
割
で
あ
る
。
「
理
論
正
し
け
れ
ば
必
ず
正
し
い
結
論
に
至

る
」
は
ず
で
あ
る
。
も
し
、
理
論
と
現
実
に
議
離
が
あ
る
な
ら

ば
、
必
ず
理
論
か
現
実
の
い
ず
れ
か
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
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